
下池田町の最寄りの指定避難場所は 

八木北小学校 です。 
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令和６年１月吉日 

下 池 田 町 町 会   下池田町ニュース 

NO.28 

― 災害が発生しても － 

安心して住み続けられる下池田町へ！ 
このたびの石川県能登地方を震源とする令和６年能登半島地震により
お亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被災
された皆さまに心からお見舞い申し上げます。 
また、被災者の救済と被災地の復興支援のために尽力されている方々に
深く敬意を表します。 
被災地では、相次ぐ余震と寒さの中、不安が募る状況が続いておられま
すが、皆さまの安全と、一日も早い復興をお祈りしております。 
 

 

内閣府発行の「防災白書」によりますと、阪神・淡路大震災では、倒壊
家屋の下から救出された全体の約８割の方は、近隣の方々により救出され
ており、また、約７割弱が家族を含む「自助」、約３割が隣人等の「共助」
により救出されております。 
 

このためには、平時から、各自・各家庭で食料・飲料水等の備蓄、家具
の固定、耐震化等を進めていくとともに、地域で起こりそうな災害や避難
経路を把握し、地域に住む方々と知り合い、何かあったら協力できる関係
を築いておくことが必要です。 
特に、地域の方々と、防災について一緒に考え、対策をとっておくと、
地域全体での防災力も高まり、地域の絆も深まります。 
 

災害時には、地域=町民の安否確認も行われます。各世帯にどんな人が
何人住んでいるかという情報が必要になってきます。災害時に組織=町会
は機能しないと軽視する人もいますが、町会は上から下への命令で動く、
硬い組織ではありません。 
 

むしろ、町民の日常的なふれあいから、自発的、自主的な活動に支えら
れ、運営されている柔軟な組織です。班という小さな範囲の交流から、各
世帯の情報を備え、とっさの行動も呼び起こすのです。 
 

消防や警察、行政のサービスだけでは対応できず、町会と、それをもと
に組織されている自主防災会が動くしかないのです。 
そのためには、平時での日頃からの準備・啓発・訓練が大事です。 

 

したがって、支えあう町会という組織＝町会が必要なのです。 

下池田町の皆さんの知恵や町会行事への参加をお待ちしております。 



・1/28 防災福祉コミュニティ総合訓練 午後１時～ 於 福祉総合センター２階 

・2/4  久米田池オアシスクリーンナップ作戦 午前９時～ 於 久米田池 

・2/11 町会費徴収、古紙回収 午前８時～９時半 ※ 雨天中止 

・2/24 防災講演会 午後２時～３時半 於 岸和田文化ホール(マドカホール) 
※ 講師は、テレビでおなじみの気象予報士・防災士の正木 明さんです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 町会へのご意見などがありましたら ２月１１日(日)午前 9時～11時 
町会館へお越しください。 
町会役員が詰めておりますので、気軽に声がけください。 

☆ ２月の町会活動 ☆ 
 

埋立てごみ回収 

新  年  会 

ボッチャ大会 

公民館跡地において埋立ごみの回収を町会役員と
廃棄物減量等推進員で行いました。 
 

組織力ナンバーワンの老人会が毎年恒例の新年会を開催しました。 
町会長さんもゲストで参加し、皆さん大盛り上がりでした。 
ゴージャスな弁当、楽しいカラオケ、豪華賞品付きビンゴゲーム…、楽しい幸せなひと
ときを過ごしました。皆さんもご一緒にどうですか？ 

・ 恒例となったボッチャ大会、今年も大阪公立大学ボッチャクラブの学生さん4名を講師
として招き、箕土路青少年会館において実施しました。  

・ 参加者は、43名（うち下池田町は、老人クラブ10名・女性クラブ２名・子供会２名・町会１名） 
・ 決勝戦は、下池田Aチームと新小松里Cチームでした。 

楽しい老人クラブへの入会、お待ちしております。 

４町１２チームで競技し、下池田町が優勝！ 


